
令和３年度 全国学力・学習状況調査の結果と今後の取り組み   小城市立三里小学校 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

国語の全体概要 

 
国語全体の正答率は，国・県の正答率を上回る結果が得られました。領域ごとでは，「言葉の特徴や使い方に関

する力」「読むことに関する力」は，ほぼ同じ。「話すこと・聞くこと」で大きく上回り，「書くこと」では県平

均を大きく下回りました。 

国語の分析結果と本校の課題について 

●全国平均とほぼ同じで

はありましたが，文中に

おける修飾と被修飾と

の関係を捉えることに

ついて理解不足が見ら

れました。 

○資料を用いた目的を理

解することができるかど

うかをみる設問で，全国平

均を大きく上回りました。 

 

●主張が明確に伝わる文

章全体の構成について適

切に説明しているものを

選択する設問で全国平均

を大きく下回りました。 

●目的や意図に応じて理

由を明確にしながら，自分

の考えが伝わるように文

章を書く設問で全国平均

を大きく下回りました。 

●目的を意識して，中心

となる語や文を見つけて

要約する設問で，全国平

均をやや上回ったもの

の，指示された条件に合

わせて解答できなかった

ものもありました。 

・説明文を読み要約をしたり，物語文から要旨をとらえたりするために書くなど条件に合わせて書く活動を

意図的に段階的に仕組んでいきます。 

・文章を読み，重要な語句（キーワード）を見つけたり，主張を短い文章で要約したりする学習を通して，

インプット，アウトプットを意識した学習に取り組んでいきます。 

    

算数の分析結果と本校の課題について 

・選択式問題で選ぶことはよくできていましたが，段階を追って論理的に考えて答える記述式問題に課
題が見られました。「説明させる授業」を意図的に仕組んだり，過去の類似問題にふれさせたりして記
述式の書き方に慣れさせていく機会をつくっていきます。 

・日常の事象を数理的に捉えて数学的に表現・処理することができていました。今後も日常の事象に絡
めた取組を進めていきます。 

・図形領域において，公式や図形を構成する要素に着目することに課題が見られました。定期的に復習
の機会を作っていくようにします。 

今  後  の  対  応 

話すこと聞くこと 書くこと 読むこと 言葉の特徴や使い方 

今  後  の  対  応 

 

 算数の全体概要 

算数全体の正答率は，国・県平均を下回りました。領域ごとでは，「データの活用の力」で県平均をやや上回り，

「測定する力」の正答率は，県平均をやや下回りました。「計算する力」「図形に関する力」「変化と関係の力」

は，大きく下回りました。 

   

○余りのある除法

の結果について，日

常生活の場面に即

して判断できてい

ました。 

●数量の関係を捉

えることに課題が

見られました。 

数と計算 図形 測定 変化と関係 データの活用 

●三角形の求積に

必要な公式につい

て，理解不足の状況

が見られました。ま

た，底辺や高さがど

こに当たるかを理

解できていない場

合が多く見受けら

れました。 

 

○時間や量の保存

性や加法性の基本

的な性質について

ほぼ理解していま

した。 

 

 

○時間を求める式の

公式は理解できてい

ました。 

●速度の問題におい

て，単位量当たりの

大きさの意味の把握

に課題が見られまし

た。 

○棒グラフの読み取

りは良く理解できて

いました。 

 

  



 

【数値が特に高かった項目】 

 

【数値が低かった項目】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 調 査 の 項 目 

① 11：いじめはどんな理由があっても 

いけないことだと思う。（100%） 

② 1：朝食を毎日食べている。 

  (88.9%) 

③ 12：人の役に立つ人間になりたい 

  と思う。(88.9%) 

④ 16：友達と協力するのは楽しいと 

  思う。(88.9%) 

⑤ 20：学習塾の先生や家庭教師の先生 

  に教わっている。（インター 

ネットを通じて教わっている 

場合も含む。）(88.9%) 

 調 査 の 項 目 

① 19：土曜日や日曜日など学校が休み

の日に、１日当たりどれくらい

の時間、勉強をするか。（１時

間以上、２時間より少ない。） 

(66.7%) 

② 26：５年生までに受けた授業で、コ 

ンピューターなどの ICT機器 

をどの程度使用したか。（月１ 

回以上）(66.7%) 

③ 52：算数の勉強は好きか。（どちら 

かと言えばあてはまらない。） 

(55.6%) 

④ 54：算数の授業の内容はよく分かる 

か。（どちらかと言えば当ては 

まらない。）(44.4%)  

⑤ 18：学校の授業以外に、普段（月～ 

金）１日当たりどれくらいの時 

間勉強するか。（３０分～１時 

間）(44.4%) 

〈分析と取り組み〉 

〈数値が高かった項目〉 

・規範意識が高く，友だちづきあいの中でのルールややってはいけないなどは十分理解できていました。 

・朝食を食べている児童が多く，「朝ごはんを食べさせて登校させる」という保護者の意識の高さが読み取

られました。 

・「自分の夢や目標を持っていますか」の質問に対し，数値が高い児童が多いため，自分の目標に向かって

意欲をもって頑張る姿勢がうかがえました。 

〈数値が低かった項目〉 

・平日，テレビゲームをする時間が 3時間以上 4時間未満の児童が多く，学習時間が少ない傾向が見られま

した。保護者への協力をお願いして学習時間とテレビゲームをする時間を逆転させられるよう働きかけをし

ていきます。 

・「5年生までに受けた授業で，コンピュータなどの ICT機器をどの程度使用しましたか」の問いに対して

「月 1回以上」と答えた児童が多かったため，1人 1台タブレットの利活用も含め，教師側のスキルアップ

と同時に授業に積極的に利用していきます。 

生活習慣に関する「質問紙（意識）調査」から  

 


